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平成１６年１０月４日午後８時４０分、定期点検中の４号機タービン建屋地下１階雑固体廃

棄物置場（放射線管理区域内）において漏えいを示す警報が点灯しました。 

直ちに運転員が現場を確認したところ、当該エリア床面、同階（放射線管理区域外）のター

ビン機器冷却海水系渦流ストレーナ（Ａ）（※）付近及びタービン建屋１階（放射線管理区域

外）のタービン機器冷却水熱交換器（Ａ）（※）付近に水溜まり（総量：約１８ｍ3 ）があり、

タービン機器冷却海水系の水抜き弁及び空気抜き弁からつながる海水集水枡より海水が漏え

いしていることを確認しました。 

海水の漏えいは、当該系統への熱交換器バイパス弁を閉めることにより、止まりました。 

 

漏れた水は海水であり、放射能を含んでいることは考えられませんでしたが、念のため放射

線管理区域内で漏えいした海水の分析を実施した結果、放射能は検出されませんでした。また、

外部への放射能の影響はありません。 

 

海水が漏れた原因は、タービン機器冷却海水系（Ａ）系統の機器の点検のため、水抜き弁及

び空気抜き弁が開弁中であったにもかかわらず、熱交換器バイパス弁を開けたため、この系統

へ送水されたことにより、水抜き弁及び空気抜き弁から海水集水桝へ海水が排出され、海水集

水桝から海水があふれ出たものです。 

 

今後、点検中の機器を含んだ系統の切替操作手順の確認方法等について、見直しを実施しま

す。 

 

 

※ タービン系統の機器の冷却は、タービン系統の各種機器を直接冷却する淡水の系統（タ

ービン機器冷却水系統）と、この淡水を冷却するための海水の系統（タービン機器冷却

海水系統）がある。各種機器の冷却により暖められたタービン機器冷却水系統は、２台

のタービン機器冷却水熱交換器を介して、タービン機器冷却海水系統により冷却される。 

タービン機器冷却海水系渦流ストレーナは、タービン機器冷却水熱交換器に流入する海

水中の貝及び塵芥類を除去し、熱交換器伝熱管等の損傷と閉塞を防止するための装置で

あり、熱交換器の数と同じく２個ある。 
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